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12
月
定
例
会
は
、
12
月
4
日
か
ら
21

日
ま
で
の
18
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

招
集
日
の
４
日
に
は
市
長
か
ら
補
正

予
算
案
８
件
、
条
例
案
１
件
、
事
件
案

（
専
決
処
分
含
む
）
６
件
、
報
告
４
件
が

提
出
さ
れ
、
議
案
は
所
管
の
委
員
会
へ

付
託
、「
介
護
労
働
者
の
労
働
環
境
改
善

及
び
処
遇
改
善
の
実
現
を
求
め
る
請
願
」

に
つ
い
て
は
、
産
業
民
生
常
任
委
員
会
へ

付
託
さ
れ
審
議
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
12
月
12
日
か
ら
14
日

の
３
日
間
行
い
、
14
人
の
議
員
か
ら
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。
各
常
任
委
員
会
の

審
査
は
、
15
日
と
18
日
に
行
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
各
委
員
長
報
告
と
採

決
を
行
い
、
採
決
の
結
果
、
審
議
さ
れ

た
議
案
は
す
べ
て
全
員
一
致
で
可
決
・
承

認
さ
れ
、
請
願
に
つ
い
て
は
全
員
一
致
で

一
部
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
産
業
民
生
常
任
委
員
会
か
ら

「
介
護
労
働
者
の
労
働
環
境
改
善
及
び
処

遇
改
善
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書
」
が

提
出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
全
員
一
致
で

可
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ご
健
勝
に
て
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日

頃
よ
り
議
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
災
害
が
数
多
く
あ
り
、
避
難
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
皆
様
、
台
風
21
号

に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様

に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
共
に
、

早
期
の
復
旧
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
か
ら
２
年

が
た
ち
、
国
内
外
か
ら
の
入
込
客
が
大
き

く
伸
び
、
ま
た
、
駅
周
辺
に
ホ
テ
ル
や
複

数
の
出
店
の
打
診
が
あ
る
と
聞
い
て
お
り
、

こ
れ
も
新
幹
線
効
果
の
現
れ
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

文
化
交
流
館
「
な
ち
ゅ
ら
」
も
２
年
目

に
入
り
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
コ
ン
サ
ー
ト
が

大
繁
盛
で
、
今
ま
で
出
会
う
機
会
が
少
な

か
っ
た
催
し
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
市
内
の
工
業
団
地
に
、
企
業
か

ら
進
出
の
打
診
が
あ
り
、
地
元
説
明
会
を

開
催
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
一
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
ま
す
の
で
、
行
き
違
い
か

ら
生
じ
る
誤
解
の
な
い
よ
う
真
摯
な
話
し

合
い
を
希
望
す
る
も
の
で
す
。

　

議
会
関
係
で
は
、
７
月
末
に
子
ど
も
議

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
小
中
学
生
議
員
の

目
か
ら
見
た
飯
山
市
の
現
状
や
改
善
点
の

提
案
を
受
け
、
今
後
の
計
画
立
案
に
参
考

に
な
る
子
ど
も
議
会
と
な
り
ま
し
た
。当
日
、

議
員
の
傍
聴
者
が
少
な
く
残
念
で
し
た
が
、

議
員
の
仕
事
は
地
域
に
根
差
し
、
多
く
の

意
見
や
声
を
行
政
側
に
伝
え
、
市
政
発
展
、

福
祉
の
向
上
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を

つ
く
る
事
で
あ
り
ま
す
の
で
、
現
職
議
員
の

参
考
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

行
政
と
議
会
は
二
輪
車
に
た
と
え
ら
れ

ま
す
が
、
行
政
の
力
が
大
き
い
の
は
明
ら

か
で
あ
り
ま
す
。

議長　 佐藤正夫

12
月
定
例
会
概
要

※
各
議
員
の
一
般
質
問
に
つ
き
ま
し
て
は
、

　
２
月
号
に
て
掲
載
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
予
算
や
条
例
は
議
会
を
通
過

し
な
け
れ
ば
執
行
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
日
頃
か
ら
協
議
を
重
ね
る
こ
と
で
、

市
民
の
た
め
に
な
る
政
策
を
進
め
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
ま
す
。
最
近
、
一
方
的
に

行
政
を
批
判
・
誹
謗
を
す
る
こ
と
が
議
員

の
仕
事
と
思
っ
て
い
る
人
も
見
受
け
ら
れ

ま
す
が
、一
考
を
要
す
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
市
議
会
議
員
の
改
選
の
年
で
あ

り
ま
す
。
飯
山
市
議
会
も
議
員
の
年
齢
が

高
く
な
り
、
議
会
改
革
検
討
委
員
会
で
も

ど
う
す
れ
ば
若
い
人
が
出
ら
れ
る
議
会
に

で
き
る
か
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

状
況
を
踏
ま
え
、
報
酬
の
引
き
上
げ
な
ど

も
含
む
総
合
的
な
検
討
が
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
、
他
の
市
町
村
議
会
の
動

向
を
参
考
に
検
討
を
進
め
て
欲
し
い
と
望

ん
で
い
ま
す
。

　

12
月
定
例
会
の
一
般
質
問
の
中
で
、
市

長
と
市
議
会
議
員
の
選
挙
を
同
日
に
と
の

提
案
が
議
員
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
選
挙
管
理
委
員
会
の
専
管
事
項
で
あ

り
ま
す
の
で
、
注
視
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
今

年
こ
そ
と
の
思
い
が
湧
い
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
地
域
の

さ
ら
な
る
発
展
を
願
い
、
市
民
の
皆
様
と

共
に
努
力
を
し
て
い
く
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
も
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
皆
様
に
と
り

ま
し
て
実
り
多
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、

ご
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

12月定例会で審議された議案等
年
頭
ご
あ
い
さ
つ

※ 今定例会において、賛否の分かれた案件はありませんでした。

12月定例会での発言取消しと不適当な質問について
○発言取消し
　市川議員の一般質問中に、不適切な発言が３か所ありました。議会運営委員会での発言を取消すべきとの
決定を受け、市川議員に発言の取消しを求め、ついては、本人が申し出て議場で許可し、発言の取消しがなさ
れました。

　一般質問に当っては、飯山市議会会議規則において「質問者は、議長の定めた期間内に、議長にその要旨
　を文書で通告しなければならない。」と定められています。
　しかし、松本議員は、議長に通告した内容と異なる一般質問を議場で行いました。議会運営委員会での取り
扱いの決定を受け、議員全員協議会において議長から松本議員に対し厳重注意をしました。

○不適当な質問に対する厳重注意

《補正予算案８件》
議案第105号 平成29年度飯山市一般会計補正予算（第6号） 可決（全員一致）
議案第106号 平成29年度飯山市公共下水道事業特別会計補正予算（第3号） 可決（全員一致）
議案第107号 平成29年度飯山市国民健康保険特別会計補正予算（第3号） 可決（全員一致）
議案第108号 平成29年度飯山市特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算（第3号） 可決（全員一致）
議案第109号 平成29年度飯山市農業集落排水事業特別会計補正予算（第2号） 可決（全員一致）
議案第110号 平成29年度飯山市介護保険特別会計補正予算（第2号） 可決（全員一致）
議案第111号 平成29年度飯山市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号） 可決（全員一致）
議案第112号 平成29年度飯山市水道事業会計補正予算（第2号） 可決（全員一致）

《事件案６件》
議案第114号 損害賠償の額の決定について 可決（全員一致）
議案第115号 指定管理者の指定について 可決（全員一致）
議案第116号 専決処分事項の承認を求めることについて 承認（全員一致）

【平成29年度飯山市一般会計補正予算（第4号）】
議案第117号 専決処分事項の承認を求めることについて 承認（全員一致）

【平成29年度飯山市一般会計補正予算（第5号）】
議案第118号 専決処分事項の承認を求めることについて 承認（全員一致）

【平成29年度飯山市公共下水道事業特別会計補正予算（第2号）】
議案第119号 専決処分事項の承認を求めることについて 承認（全員一致）

【平成29年度飯山市特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算（第2号）】

《条例案１件》
議案第113号 飯山市福祉医療費特別給付金条例の一部を改正する条例 可決（全員一致）

《報告４件》
報告第 15号 専決処分事項の報告について
報告第 16号 専決処分事項の報告について
報告第  17号 専決処分事項の報告について
報告第 18号 専決処分事項の報告について
《請願書１件》
請願第 6号 介護労働者の労働環境改善及び処遇改善の実現を求める請願 一部採択（全員一致）
《意見書１件》
意見書第 6号 介護労働者の労働環境改善及び処遇改善の実現を求める意見書 可決（全員一致）



　

城
南
中
学
校
図

書
室
隣
に
整
備
を

進
め
て
い
る
「
笹
本

文
庫
」
に
つ
い
て
も

あ
わ
せ
て
見
学
い
た

し
ま
し
た
。
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予
算
決
算
常
任
委
員
会

◎
庶
務
課
・
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

・
小
学
校
嘱
託
員
の
増
は
何
人
で
仕
事
は
。

↓
採
用
は
２
名
。
１
名
は
中
学
校
の
用
務

員
。
も
う
一
人
は
小
学
校
職
員
の
欠
に
伴
う

補
充
。

・
ポ
ス
タ
ー
掲
示
板
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

ベ
ニ
ヤ
板
を
ア
ク
リ
ル
板
に
出
来
な
い
か
。

↓
今
後
検
討
し
た
い
。

◎
危
機
管
理
消
防
防
災
課

・
防
火
水
槽
は
今
後
地
下
埋
設
型
に
代
え

て
行
く
の
か
。

↓
地
下
埋
設
型
の
希
望
が
多
く
、
耐
震
型
で

地
下
型
を
推
奨
し
て
い
る
。

・
地
下
埋
設
型
の
防
火
水
槽
を
希
望
し
て

も
な
か
な
か
作
っ
て
も
ら
え
な
い
と
聞
く

が
ど
う
か
。

↓
県
の
補
助
を
得
な
が
ら
の
整
備
。
引
き
続

き
要
望
し
て
い
く
。

◎
企
画
財
政
課

・
ふ
る
さ
と
寄
付
金
の
返
礼
品
の
主
な
も

の
は
何
か
。

↓
市
内
の
会
社
で
生
産
さ
れ
る
パ
ソ
コ
ン
と

お
米
が
主
な
返
礼
品
。

・
お
米
の
返
礼
率
は
ど
の
位
に
な
る
の
か
。

↓
今
回
の
お
米
15
㌔
に
つ
い
て
は
１
万
セ
ッ

ト
限
定
で
返
礼
率
80
㌫
と
し
て
い
る
。
そ

の
他
に
つ
い
て
は
返
礼
率
が
30
〜
40
㌫
と

な
っ
て
い
る
。

・
ふ
る
さ
と
寄
付
金
の
今
後
の
戦
略
を
ど

の
様
に
考
え
て
い
る
か
。

↓
メ
ニ
ュ
ー
を
多
く
し
て
い
く
。
市
内
の
商

品
を
返
礼
品
と
し
て
扱
う
。
寄
付
目
的
の

明
確
化
を
図
っ
て
い
く
。

・
雪
ま
つ
り
の
際
に
飯
山
駅
前
に
大
型
雪

像
を
作
ら
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

↓
今
ま
で
は
新
幹
線
関
連
予
算
の
中
で
雪

像
を
作
っ
て
き
た
。
今
年
は
駅
前
に
か
ま

く
ら
を
作
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

・
外
様
の
か
ま
く
ら
祭
り
に
対
す
る
支
援

が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

↓
か
ま
く
ら
祭
り
と
雪
ま
つ
り
会
場
を
結

ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
は
雪
ま
つ
り
実
行
委
員
会

で
負
担
し
て
い
る
。

・
市
所
有
の
バ
ス
へ
の
統
一
し
た
イ
メ
ー
ジ

カ
ラ
ー
等
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

↓
今
後
検
討
し
た
い
。

◎
保
健
福
祉
課・地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

・
ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
の
状
況
は
ど
う
か
。

↓
今
年
度
約
２
０
０
人
が
検
査
を
受
け
て

い
る
。
中
に
は
が
ん
が
見
つ
か
っ
た
と
い
う

声
が
あ
っ
た
。

◎
子
ど
も
育
成
課

・
給
食
費
の
支
援
に
と
言
う
寄
付
と
の
こ

と
だ
が
目
的
寄
付
か
。

↓
給
食
費
に
困
っ
て
い
る
児
童
生
徒
の
支

援
が
寄
付
を
さ
れ
た
方
の
ご
希
望
で
あ
り
、

ご
希
望
に
添
っ
た
予
算
を
組
ん
だ
。

◎
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室

・
全
国
大
会
奨
励
金
の
額
は
近
隣
の
町
村

に
比
べ
少
な
い
。
増
額
の
考
え
は
な
い
か
。

↓
近
隣
市
町
村
の
状
況
を
調
査
の
う
え
検

討
し
た
い
。

・
一
部
の
ス
ポ
ー
ツ
に
偏
ら
ず
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
支
援
も
考
え
て
ほ
し
い
。

↓
今
後
検
討
し
た
い
。

・選
手
輸
送
に
は
誰
の
所
有
の
バ
ス
を
使
っ

常任委員会議案審査 委員から出された主な質問および意見と、市からの説明について抜粋して掲載します。

産
業
民
生
常
任
委
員
会
審
査

◎
議
案
第
１
１
３
号　

飯
山
市
福
祉
医
療

費
特
別
給
付
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例　

支
給
対
象
の
う
ち
０
歳
か
ら
15
歳

（
中
学
卒
業
ま
で
）
の
子
ど
も
に
つ
い
て
支

給
方
法
を
現
物
給
付
方
式
と
し
、
医
療
機

関
等
で
の
窓
口
負
担
軽
減
を
図
る
も
の
。

◎
議
案
第
１
１
５
号　

指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て　

飯
山
駅
斑
尾
口
駐
車
場
を
一

般
社
団
法
人
日
本
駐
車
場
工
学
研
究
会
へ

引
き
続
き
指
定
す
る
も
の
。

◎
請
願
第
６
号　

介
護
労
働
者
の
労
働
環

境
改
善
及
び
処
遇
改
善
の
実
現
を
求
め
る

請
願　

・
請
願
項
目
に
重
複
す
る
部
分
が
あ
り
、

一
部
削
除
す
べ
き
と
の
意
見
が
多
数
あ
り
、

全
員
一
致
で
一
部
採
択
と
な
っ
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
審
査

◎
議
案
第
１
１
４
号　

損
害
賠
償
の
額
の

決
定
に
つ
い
て　

公
用
車
に
よ
る
事
故
に

つ
い
て
そ
の
賠
償
額
を
決
定
す
る
も
の
。

・
毎
年
公
用
車
に
よ
る
事
故
が
起
き
て
い

る
が
、
安
全
対
策
を
徹
底
す
る
よ
う
要
望

す
る
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

て
い
る
の
か
。

↓
役
員
さ
ん
所
有
の
バ
ス
で
選
手
輸
送
を

行
っ
て
い
る
。
謝
礼
と
し
て
計
上
し
た
。

◎
商
工
観
光
課

・
企
業
誘
致
調
査
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
行
う
の
か
。

↓
信
用
調
査
会
社
に
飯
山
に
興
味
を
持
つ

企
業
の
信
用
調
査
を
委
託
す
る
経
費
。

・
斑
尾
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
用
者
が
少

な
い
と
の
話
も
聞
く
。
町
中
等
の
夕
食
を

と
れ
る
店
の
宣
伝
も
必
要
。

↓
英
語
表
示
の
市
内
飲
食
店
マ
ッ
プ
が
あ

る
の
で
、
ホ
テ
ル
・
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
協
力
を

得
て
配
付
し
た
い
。

◎
移
住
定
住
推
進
課

・
移
住
者
の
方
で
区
に
入
ら
な
い
人
が
増

え
て
い
る
と
聞
く
が
状
況
は
ど
う
か
。

↓
希
望
者
に
は
事
前
に
「
区
費
」
や
「
お

て
ん
ま
」
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。

活
性
化
セ
ン
タ
ー
や
関
係
課
と
役
割
分
担

を
し
て
理
解
を
求
め
て
行
く
。

◎
上
下
水
道
課

・
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
と
は
。

↓
今
の
施
設
を
ど
の
様
に
長
寿
命
化
し
、

維
持
・
更
新
し
て
行
く
か
と
言
う
計
画
。

・
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

案
中
の
「
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
域

自
立
シ
ス
テ
ム
化
実
証
事
業
」
と
は
何
か
。

↓
キ
ノ
コ
の
お
が
く
ず
、
切
り
枝
、
刈
り

草
等
を
汚
泥
と
混
ぜ
る
こ
と
に
よ
り
バ
イ

オ
マ
ス
と
し
て
有
効
利
用
で
き
な
い
か
。
そ

れ
に
よ
り
汚
泥
が
減
量
し
処
分
費
の
節
減

に
な
ら
な
い
か
を
実
証
事
業
と
し
て
検
討

す
る
も
の
。

　

昨
年
12
月
18
日
に
城
南
中
学
校
を
訪
問

し
、
飯
山
市
の
学
力
向
上
事
業
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

飯
山
市
の
学
力
向
上
の
取
り
組
み
と
し

て
、
縦
の
連
携
で
は
市
内
の
小
・
中
・
高

の
算
数
・
数
学
で
の
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

や
授
業
交
流
を
行
い
、横
の
連
携
で
は
「
学

力
向
上
委
員
会
」
を
設
置
し
、
小
・
中
学

校
全
教
員
が
参
加
し
て
協
働
で
き
る
体
制

を
整
え
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
年
度
実
施

の
全
国
学
力
調
査
で
は
、
数
学
が
全
国
の

平
均
値
を
大
き
く
上
回
り
、
県
教
育
委
員

会
も
関
心
を
持
っ

て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

数
学
３
年
の

３
ク
ラ
ス
を
、
４

コ
ー
ス
に
分
け
た

「
コ
ー
ス
別
学
習
」

に
つ
い
て
も
見
学

さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

常任委員会管内視察

産
業
民
生
常
任
委
員
会

　

昨
年
12
月
18

日
に
一
昨
年
か

ら
改
修
し
移
住

定
住
事
業
を
推

進
し
て
い
る
移

住
定
住
促
進
住

宅
「
サ
ン
コ
ー
ポ

ラ
ス
飯
山
」
を
視

察
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
と
こ

ろ
、
単
身
向
け
世
帯
向
け
を
含
め
、
全
部

で
36
戸
を
整
備
。
入
居
者
は
比
較
的
若
年

層
が
多
く
、
県
内
外
の
比
率
は
約
半
々
。

県
外
か
ら
移
住
さ
れ
た
方
か
ら
「
新
幹
線

飯
山
駅
が
出
来
た
こ
と
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
の

良
さ
と
田
舎
風
景
が
程
よ
く
マ
ッ
チ
さ
れ

て
い
る
」
と
好
評
で
あ
る
。
世
帯
向
け
に

は
ま
だ
若
干
の
空
き
が
あ
り
、
入
居
者
を

募
集
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

〇
飯
山
市
立
城
南
中
学
校

〇
移
住
定
住
促
進
住
宅

　
　「
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
飯
山
」

〇
道
の
駅
「
花
の
駅
千
曲
川
」

　
　
駐
車
場
拡
張
整
備
事
業

　

道
の
駅
「
花
の
駅
千
曲
川
」
駐
車
場
の

拡
張
整
備
事
業
に
つ
い
て
も
視
察
し
ま
し

た
。
現
在
の
駐
車
場
の
北
側
に
駐
車
ス
ペ
ー

ス
３
９
３
０
平
方
㍍
（
普
通
車
70
台
、
大

型
車
11
台
）
を
予
定
し
て
お
り
、
搬
入
す

る
土
に
つ
い
て
は
千
曲
川
の
浚
渫
工
事
、
井

出
川
山
腹
崩
落
災
害
復
旧
工
事
等
の
土
砂

を
利
用
し
、
平
成
31
年
度
の
完
成
を
予
定

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

〇
笹
本
文
庫

長
野
県
特
別
豪
雪
地
帯
指
定

市
町
村
議
会
協
議
会
総
会

※
こ
の
協
議
会
は
、
積
雪
が
特
に

多
く
、
積
雪
に
よ
り
住
民
の
生
活

に
著
し
い
支
障
を
生
ず
る
地
域
と

し
て
国
か
ら
特
別
豪
雪
地
帯
に
指

定
さ
れ
た
県
内
10
市
町
村
の
議

会
で
構
成
さ
れ
、
緊
密
に
連
携
し

て
雪
害
対
策
等
の
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
会
長
は
飯
山
市
議
会
議
長
が

務
め
て
い
ま
す
。

　

11
月
9
日
栄
村
を
会
場
に
、
長
野
県
特

別
豪
雪
地
帯
指
定
市
町
村
議
会
協
議
会
の

平
成
29
年
度
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
か
ら
道

路
等
の
整
備
や
冬
期
間
の
交
通
安
全
対
策
、

災
害
復
旧
、
雪
と
と
も
に
あ
る
冬
の
生
活

へ
の
支
援
制
度
の
充
実
に
関
す
る
案
件
等
、

特
別
豪
雪
地
帯
に
暮
ら
す
住
民
の
切
実
な

要
望
が
提
出
さ
れ
、
案
件
は
す
べ
て
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
の
決
定
を
受
け
、
２
月
５
日
に

協
議
会
と
し
て
長
野
県
知
事
へ
要
望
お
よ

び
長
野
県
議
会
議
長
へ
陳
情
活
動
を
す
る

予
定
で
す
。
来
年
度
の
総
会
は
白
馬
村
で

開
催
す
る
こ
と
も
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
○
飯
山
市
議
会
の
要
望
事
項

　

飯
山
市
議
会
か
ら
は
７
項
目
に
わ
た
り

特
別
豪
雪
地
で
の
安
全
安
心
な
暮
ら
し
を

支
え
る
基
盤
や
制
度
の
充
実
に
つ
い
て
要

望
を
上
げ
ま
し
た
。

①
国
道
２
９
２
号
の
古
牧
橋
の
架
け
替
え

　
促
進

②
国
道
４
０
３
号
（
中
央
橋
〜
主
要
地
方

　
道
飯
山
野
沢
温
泉
線
）
の
整
備
促
進

③
一
般
県
道
曽
根
藤
の
木
線
の
早
期
改
良

　
促
進

④
主
要
地
方
道
飯
山
妙
高
高
原
線
の
改
良

　
促
進

⑤
一
般
県
道
牟
礼
永
江
線
の
改
良
促
進　

⑥
克
雪
住
宅
普
及
促
進
事
業

⑦
住
宅
除
雪
支
援
事
業
の
助
成
対
象
の
拡
大

　
（
道
路
か
ら
玄
関
ま
で
の
間
）


